
紹

介

　
　
　
麟
京
都
府
吏
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
一
冊

　
京
都
府
史
蹟
勝
地
保
存
委
員
會
の
昭
和
三
・
四
丁
年
度
に
亘
る

調
査
の
成
果
を
混
め
西
田
直
二
郎
博
士
、
佐
藤
虎
雄
學
士
の
執
筆

に
か
』
る
。
内
容
は
京
都
市
に
於
い
て
知
、
足
院
、
こ
保
元
鳳
遺
蹟
並

に
崇
徳
天
皇
御
廟
灰
郡
部
に
於
い
て
笠
置
山
の
史
蹟
及
び
名
勝
以

下
十
二
箇
所
に
及
ぶ
。
通
談
、
前
諸
冊
に
比
し
て
稽
々
紅
色
な
る
も

の
に
乏
し
い
感
が
な
い
で
は
な
い
が
、
就
中
保
元
狂
乱
崇
敬
の
篤

か
っ
た
崇
徳
論
の
難
語
及
び
御
影
堂
の
、
春
日
の
末
に
あ
っ
た
も

の
は
既
に
早
く
亡
び
、
介
緩
に
残
る
も
の
舐
園
歌
舞
平
癒
の
束
に

あ
っ
て
日
夜
弦
歌
の
聲
に
覆
は
れ
何
入
も
顧
る
も
の
な
き
に
至
ら

う
ミ
し
て
み
る
の
は
、
調
査
の
當
時
新
聞
紙
に
も
百
重
さ
れ
て
識

者
の
注
意
を
引
い
た
所
、
ま
た
相
樂
郡
法
華
寺
野
に
裁
て
嚢
掘
さ

れ
た
綴
壁
に
類
す
る
軍
立
が
件
出
す
る
瓦
に
よ
っ
て
奈
良
朝
お
そ

く
も
李
安
朝
初
期
の
も
の
ミ
断
ぜ
ら
れ
、
そ
の
構
造
そ
の
位
置
等

に
よ
っ
て
或
は
甕
原
離
宮
趾
若
く
は
國
分
尼
寺
趾
ざ
推
定
さ
れ
て

る
る
の
は
猫
研
究
の
講
書
を
残
す
ε
は
い
へ
、
十
分
注
意
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
。
（
四
六
倍
版
本
文
一
ご
貢
、
綱
版
四
二
葉
）

　
　
　
第
＋
五
巻

〔
以
上
柴
田
〕

第
四
號
　
　
　
山
口
七
二

　
　
　
轟
鱗
繋
影
堂
記
　
　
幕
礫
共
繹

　
佛
圃
海
軍
士
宜
諺
琴
解
雇
ω
旨
の
著
．
．
q
器
9
9
冒
讐
。
㏄
ξ

す
。
勲
霧
含
ド
b
o
吃
、
の
全
課
で
あ
る
。
全
篇
九
章
に
分
た
れ
其

中
五
章
が
下
樋
砲
撃
從
軍
記
、
他
は
彼
等
の
眼
に
興
味
深
く
映
じ

た
ら
し
い
日
本
の
祉
會
組
織
や
、
當
時
の
國
情
殊
に
幕
府
の
勤
外

方
針
目
こ
愈
王
壌
夷
の
蓮
動
の
關
係
に
就
い
て
槻
察
が
要
領
よ
く
記

さ
れ
て
み
る
。
明
治
維
新
実
の
究
明
が
悉
ゆ
る
方
面
よ
り
要
求
さ

れ
て
る
る
時
本
書
も
亦
其
洋
館
の
た
め
に
有
毒
な
る
一
使
命
を
果

し
得
る
で
あ
ら
う
。
課
文
流
暢
箪
な
る
敷
物
ミ
し
て
も
興
味
深
ぐ

珍
談
さ
れ
る
。
爾
附
録
思
考
資
料
－
こ
し
て
英
國
公
使
ア
ル
コ
ッ
ク

の
報
告
歌
等
二
＋
鋤
を
載
せ
て
本
文
記
事
を
補
足
し
叉
其
誤
謬
を

訂
正
し
て
み
る
。
（
四
六
判
　
四
一
四
頁
、
定
三
一
、
五
〇
　
李
凡

赴
登
行
）
〔
藤
〕

⑭
近
代
日
支
配
驕
係
の
研
究

田
保
橋
　
潔
著

本
書
も
亦
前
書
・
こ
略
同
時
に
第
三
輯
ざ
し
て
王
冠
さ
れ
著
者
が

（170）



撒
年
間
筐
底
に
面
し
た
原
稿
に
廣
般
な
改
訂
を
加
へ
て
公
に
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本
篇
は
日
支
露
霜
の
官
公
文
書
に
よ
っ
て
明
治

十
八
年
天
津
條
約
よ
り
明
治
二
十
七
年
B
支
開
職
に
至
る
迄
の
三

國
關
係
を
考
察
す
る
を
主
眼
マ
」
す
る
。
特
に
油
目
す
べ
き
新
設
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
朝
鮮
を
中
心
ミ
す
る
外
交
上
の
重
要
期
に

つ
い
て
和
漢
洋
の
史
料
を
基
礎
ε
し
て
相
當
詳
し
い
著
蓮
の
幽
た

事
は
置
目
に
償
す
る
。
　
（
京
城
帝
國
大
畢
登
行
、
非
頁
晶
）

　　甕

　　薯

　　誉

　　蕪

　　旧

記畦
倉

進
畢
著

　
本
書
は
去
る
四
月
京
城
器
量
大
詰
法
文
學
部
研
究
…
調
査
丁
子
第

二
輯
ミ
し
て
嚢
行
さ
れ
嚢
に
印
行
さ
れ
た
「
蔵
馬
丁
北
道
方
言
」
及

び
「
李
安
南
北
道
の
方
言
」
電
合
せ
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
著
者

が
前
年
度
に
引
潜
き
昭
和
四
年
漏
路
の
殆
ん
さ
全
部
に
亙
っ
て
調

査
し
た
結
果
の
護
表
で
爾
道
方
言
の
特
質
を
音
韻
、
語
法
、
語
彙

の
三
方
面
か
ら
観
察
し
て
其
分
布
の
歌
態
を
明
に
し
た
の
み
な
ら

す
中
聞
に
介
在
す
る
此
地
方
の
方
雷
が
既
に
調
査
し
得
た
江
原
道

蔵
北
臆
説
南
北
道
の
そ
れ
に
樹
し
て
如
何
な
る
關
係
に
立
つ
か
を

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

論
じ
黄
海
道
方
言
ミ
威
撒
播
道
方
言
の
問
に
は
著
し
い
逞
庭
が
あ

り
成
鏡
南
道
方
言
は
更
に
南
部
ミ
北
部
に
於
て
大
な
る
相
違
が
あ

り
南
部
は
黄
海
道
の
そ
れ
に
近
く
成
句
特
有
の
方
言
は
威
北
南
部

及
び
万
両
北
道
厚
昌
地
方
迄
仲
果
し
て
居
る
マ
」
結
ん
で
居
る
（
京

城
帝
國
大
學
）
。
〔
以
上
今
石
〕

　
　
　
⑭
西
洋
中
世
史
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
植
村
清
之
助
著

　
坂
口
博
士
は
、
ラ
ン
グ
史
墨
を
深
く
腱
得
し
て
、
吾
が
國
の
史

墨
に
古
典
的
な
重
さ
を
加
へ
ら
れ
た
が
、
他
面
に
於
い
て
植
村
博

士
は
、
西
歓
の
傳
統
的
史
墨
に
封
ず
る
叫
流
の
批
判
を
以
っ
て
、

呂
本
に
於
け
る
西
洋
史
研
究
の
儒
に
猫
自
の
盤
、
面
を
オ
リ
エ
ン
．
チ

ー
レ
ン
し
て
居
ら
れ
た
如
く
想
は
れ
る
。
本
書
は
欺
か
る
想
定
の

謬
ら
ざ
る
事
を
示
し
て
居
る
。

　
探
挿
せ
る
七
論
詰
の
中
、
六
篇
は
既
に
專
門
誌
上
に
便
櫨
を
問

は
れ
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
巻
頭
の
一
篇
「
中
世
初
期
に
於
け
る

國
家
的
直
話
的
嶽
久
遷
の
研
究
し
を
紹
介
す
る
。
京
都
帝
國
大
學
に

墨
位
論
文
ε
し
て
提
繊
せ
ら
れ
た
本
篇
は
閃
。
彗
孤
帆
及
び
b
ヴ
財
夢
鴇

の
鋤
立
を
中
心
ε
し
て
槻
た
る
古
代
中
世
轄
換
期
の
歴
史
的
考
察

　
　
　
第
十
｝
滋
維
〕
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
七
一
ご

（17エ）


